
特

別

寄

稿

中
日
関
係
史

へ
の

回
顧
と
展
望

趙

軍

研
究

の
対

象
か
ら
見

て
も

、
研
究

の
過
程

か
ら
見

て
も
、
中
国

近
代
史
研
究
者

の
私
は
、

日
本

と

の
因

縁
が
深

い

の
だ
と
言
え

よ
う
。

大
学
時
代

、
私

の
専
攻

は
、
「
歴
史
」

で
あ

っ
た
。

大
学
を
卒
業

し
て

か
ら
、
母
校

で
あ
る
鄭
州
大

学
歴

史
系

(
日
本

の
史
学
科

に
あ

た
る
)

で
、

三
年
間

の

助
手
生
活
を

送

っ
た
。
そ

の
時

の
専
攻

は
、
「
中

国

近
代
史
」

で
あ

っ
た
。

一
九

七
九
年

九
月
、
華
中
師

範

学
院
歴
史
系

辛
亥
革
命
史
研
究
室

の
研
究
生

(
即

ち
大
学
院
生
)

と
な
る
と
、
専
攻

は
さ
ら

に

「
辛
亥

革

命
史
」

に
集

中
し

て
い

っ
た
。

辛
亥
革
命

史
と
言
え
ば
、
中

国
近
代

史

の

範

囲

で
、
日
本
と

の
関
係
が
深

か

っ
た
時
期

の
歴
史
と
も

言
え
よ
う
。

日
本

は
、
孫
文

・
黄

興
ら
が
革
命
活

動

を
行

っ
て
い
た
重
要
な
場
所

で
、
同
盟
会
を

は
じ
め

数
多
く

の
中

国
ブ

ル
ジ

ョ
ア
革
命

派

の
組
織
も

日
本

で
成
立

し
た
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
ゆ

え
、
辛
亥
革

命

に
関
す
る
文
献
や
資
料
を
ひ
も
と
く
と
、
日
本
政
府

あ
る
い
は

「日
本
浪
人
」
に
つ
い
て
述
べ
た
記
録
は

至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
辛
亥

革
命
期
に
お
け
る
中
日
関
係
史
の
研
究
は
、
辛
亥
革

命
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
持

っ

て
い
る
。
し
か
し
、

「文
化
大
革
命
」
以
前
、
中
国

歴
史
学
界
の
研
究
者
の
中
で
、
近
代
中
日
関
係
史
に

つ
い
て
研
究
し
た
者
は
あ
っ
た
が
、
ほ
か
の
研
究
分

野
に
比
べ
れ
ぽ
、
研
究
者
の
数
も
、
研
究
の
成
果
も

少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
七
十
年
代
に
な
る
と
、
中

日
関
係
史
の
成
果
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
た
が
、
辛

亥
革
命
史
研
究
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
や
は
り
非
常
に

不
十
分
な
研
究
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、

私
の
辛
亥
革
命
時
期
に
お
け
る
中
日
関
係
史
に
つ
い

て
研
究
し
よ
う
と
す
る
出
発
点
に
な
っ
た

の
で
あ

る
。
い
ま
ま
で
に
発
表
し
た
私
の
研
究
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

A

「宮
崎
滔
天
と

『支
那
革
命
主
義
』
に
つ
い
て
の

試
論
」
(『紀
念
辛
亥
革
命
七
十
周
年
学
術
討
論
会
論

文
集
』
中
冊

(中
華
書
局
、

一
九
入
三
年
)
所
収
)。

B

「宮
崎
滔
天
と

『大
陸
浪
人
』」
(「紀
念
辛
亥
革
命

七
十
周
年
青
年
史
学
工
作
者
学
術
討
論
会
」
発
表
)。

C

「宮
崎
滔
天
と
興
中
会
」

(『華
中
師
院
学
報
』

(哲
学
社
会
科
学
版
)

一
九
八
二
年
第
五
期
所
収
)。

私
の
興
味
が
も

っ
ぱ
ら
宮
崎
滔
天
に
集
ま
っ
た
の

は
な
ぜ
な

の
か
?

実

は
辛
亥
革
命

時
期

に
中
国

ブ

ル
ジ

ョ
ア
革
命
派

と

つ
な
が

り
が
あ

っ
た

日
本
人

の

中

で
、
宮
崎
滔

天
は
最

も
人

々
の
注

目
を
引
く
人

だ

っ
た
。

彼

は
か

つ
て
中
国
革
命
党

人

の
社
会

に
対
す

る
影

響
を
広

め
る
た
め

に
、
情
熱

を
も

っ
て

、
『
三
十

三
年

の
夢
』
を

は
じ
め
数
多
く

の
文
章

を
書

い
た
。

又

「
中
国
同
盟
会
」

の
大
同
団
結

の

こ
と

に
力
を
尽

く

し
た
。
彼
も
孫
文

と

一
緒

に
い
く

つ
か

の
武
装
蜂

起

の
計
画

に
参

画
し
て
、
武
器
調
達

な

ど

を

演

じ

た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
孫

文

は

「
宮
崎

寅
蔵
君

は
、

今

の
侠
客
な
り
。
識
見
高

遠

に
し

て
、
抱

負
凡
な

ら

ず
。

…
…
吾
人

の
支

那
を
再
造
す

る
の
謀

、
共
和
を

創
興
す

る

の
挙
あ

る
を
聞

き
、
千
里

を
遠

し
と

せ
ず

、

む
す

き

た
い

相

い
来

り
て
交
り
を
訂
び

、
期
許
、
甚

だ
深

く
、

勘

ま
こ
と

く
ら
ぷ

励
、
極
め
て
摯
な
り
、
之

を

乢
髯

〔公
〕
に
方
る

も
、
誠
に
之
に
過
ぐ
る
も
の
あ
り
」
と
宮
崎
滔
天
を

褒
め
た
の
で
あ
る
。

孫
文
ら
の
革
命
事
業
を
助
け
よ
う
と
し
た
宮
崎
滔

天
の
行
動
に
惹
か
れ
て
、
私
の
宮
崎
滔
天
研
究
が
始

ま
っ
た
。
辛
亥
革
命
当
時
、
中
国
革
命
派
と
関
係
の

あ
っ
た

「大
陸
浪
人
」
は
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
本

心
か
ら
中
国
革
命
を
援
助
し
た
人
は
、
た
だ
宮
崎
滔

天
と
ご
く

一
部
の
人
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
ほ
か
の
大

陸
浪
人
は
下
心
の
あ
っ
た
人
と
い
う
こ
と
が
今
で
は

大
体
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
陸
浪
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人

の
行
動
を
否
定
す

る
と
共

に
、
宮
崎

滔
天

の
よ
う

な
中

国
革
命
党

人

の
忠
実
な
友
達

に
対
し

て
は
、
大

い
に
賞

讃
す

べ
き

こ
と
と
思

う
し
、
宮

崎
滔

天

の
行

動

を
究
明
す

る

の
は
、
学
問

の
面

か
ら
見

て
も
有

益

な
仕

事
だ
と
思

っ
て

い
る
。

し
か
し
、

こ
の
研
究

は

外
国
人

の
私

に
と

っ
て

は
本

当
に
難
し

い
作
業

で
あ

る
。

最
初

の
難

点

は
、
資
料

が
手

に
入
り

に
く

い
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
中
国
語
版

の
資
料

の
ほ
か
、
日

本
側

の
資
料

は

当
時

ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。

幸

い

に
、
そ

の
時

、
私

の
指
導
教

師

で
あ

る
章
開

涜
先
生

は
、
井
上
清

先
生
を
代
表

と
す
る
京
都

日
中

学
術
交

流
懇
談
会

の
招
請

に
よ
り
、

一
九
七
九
年

十

一
月
七

日

か
ら

同

二
十

二
日
に
か
け

て
日
本
を
訪

問
し
た
。

章
先
生

は
小

野
川
秀
美

・
島

田
虔
次

・
小
野

和
子

・

狭
間
直
樹
先

生
な
ど

の
日
本

の
学
者
と
辛
亥
革
命

史

お
よ
び
中

日
関

係
史

の
研
究

に

つ
い
て
話

し
あ

い
、

友
好
的

な
関

係
を
結

ん
で
、

日
本

の
学
者

か
ら

の
贈

呈
書
や
自
分

で
購
入
し

た
書
籍

な
ど
を

た
く

さ

ん
た

ず
さ
え
帰

国
さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
資
料

は
私

の
研
究

の
基
本
的
資

料

に
な

っ
た
。

章
先

生
が
持

ち
帰

っ
た
資
料

の
中

で
、
い
ち
ば

ん

重
要

な
も

の
は
、

『宮
崎

滔
天
全
集
』

と

『
革
命
評

論
』

で
あ

る
。
『
宮
崎

滔
天
全
集
』

(小

野
川
秀
美

・

宮
崎
竜

介
編
、
平

凡
社

)

は
小
野
川
先

生
が
平
凡
社

の
岸
本

武
士
氏

に
頼

ん
で
章

先
生

に
贈

ら
れ
た
記
念

品
で
あ
る
。
小
野
川
先
生
が

一
九
八
〇
年
夏
に
逝
去

さ
れ
た
た
め
、
章
先
生
は
小
野
川
先
生
に
会
見
し
た

最
後
の
中
国
入
学
者
と
な
り
、
こ
の
本
も
非
常
に
貴

重
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『革
命
評
論
』
(宮

崎
滔
天
編
輯
、
半
月
刊
)
は
日
中
友
好
協
会

(正

統
)
奈
良
県
本
部
名
誉
会
長
北
山
康
夫
先
生
が
中
南

地
区
辛
亥
革
命
史
研
究
会
へ
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
、

と
も
に
近
代
と
現
代
と
に
ま
た
が
る
中
日
両
国
人
民

の
友
誼
の
象
徴
だ
と
言
え
よ
う
。

一
九
八
〇
年
秋
、
宮
崎
滔
天
の
孫
息
女
で
あ
る
宮

崎
蕗
苳
女
史
を
始
め
と
す
る
滔
天
会
訪
中
団
は
華
中

師
範
学
院
を
訪
問
し
て
、
孫
文
と
宮
崎
滔
天
ら
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
写
真
や
資
料
を
私
た
ち
の
研
究
室

に
贈
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
宮
崎
蕗
苳
女
史
は
又
東

京
か
ら

『犬
養
木
堂
伝
』
を
郵
便
で
送

っ
て
こ
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
資
料
も
私
の
研
究
に
大
い
に
役
立
っ

た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
宮
崎
滔
天
に
対
す
る
研
究
を

進
め
て
い
る
う
ち
に
、
も
う

一
つ
の
難
関
が
現
わ
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
ま
ず
宮
崎
滔
天
と
他
の
大
陸
浪
人

と
の
関
係
、
日
本
政
府
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
大
陸
浪
人
を
養
成
し
た
明
治

・
大

正
時
代
の
日
本
社
会
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

し
な
け
れ

ば
、
一
歩
進
ん
だ
研
究
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
あ
る
。

ち

ょ
う
ど

そ

の
時
、
吉

田
富

夫

・
狭
間
直
樹

・
清

水
稔
先
生

た
ち

の
努
力

に
よ

っ
て
、
華
中
師
範

学
院

と
佛
教

大
学

の
間

に
、
私

と
清

水
稔
先
生

の
交

換
研

修

に

つ
い
て
、
平
等
互
恵
的

な
協
定
が
結
ば

れ
た
。

こ
れ

は
清

水
先
生

の
研
究

に
対

し

て
も
、
私

の
研
究

に
対

し
て
も
、
非
常

に
有

益
な

こ
と

で
あ

る
。

日
本

に
着

い
て
か
ら
、
も
う
九

ヵ
月
が

た

っ
た
。

水
谷
幸

正
学
長

や
佐

藤
長
史
学
科

主
任

(当

時
)
、
米
田
賢

次

郎
先
生

を
初
め
と
す

る
佛
教

大
学

の
方
が

た

の
御
厚

意

に
よ

っ
て
、
私

の
研
究

は
す

で
に
沢

山

の
収
獲
を

得

た
。
か

つ
て
孫

文
と
宮
崎

滔
天

の
つ
き
あ

い
は
、
中

日

関
係
史

の
上

に
貴

重

な
友

好

の
記
録

を
の
こ
し
た
。

い
ま

の
中
日
関
係
史

は
そ

の
歴
史

の
継
続

で
あ
り

、

中

日
両

国

の
学
術
交
流
と

学
者
交
流

は
、
さ
ら

に
こ

の
歴
史

に
新
し

い
頁

を
加
え

て
い
く

こ

と

で

あ

ろ

う
。
中

国
人

の

一
人

と
し
て
、
私

は
中

日
両
国

の
関

係

は
将

来

に
い
た

っ
て
も
友
好

の
歴

史
に
な

る
こ
と

を
心
か
ら
祈

っ
て
い
る
。

同
時

に
こ
れ
は
日
本

の
友

人

た
ち

の
希
望
だ

と
も
思

っ
て
い
る
。

本

文

の
著
述

と
日
本
語
翻
訳

に
あ

た
り
、
藤

田
純

子
先

生

の
ご
協
力

を

い
た
だ

い
た
。

記
し
て
謝
意

を

あ

ら
わ
し

た
い
。

(中
華
人

民
共
和
国
華
中
師
範
学

院
教
師

・

佛
教
大
学
研

究
員

)
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